
９月定例会では、決算審査
特別委員会において各会派の
代表が、令和４年度決算につ
いて一問一答方式による質疑
を行いました。　　　　　　
ここでは、その質疑の一部
を掲載します。　　　　　　
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（決算審査特別委員会小委員会での審査）

総 括 質 疑

小
原
　
明
大

日
本
共
産
党

中
村
　
歩

日
本
共
産
党

広
垣
　
栄
治

日
本
共
産
党

中
小
路
　
貴
司

平
成
自
民
ク
ラ
ブ

八
木
　
浩

平
成
自
民
ク
ラ
ブ

総
括
質
疑
と
は
？

決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
は
、
分
野
ご
と
に

審
査
す
る
「
分
科
会
」

と
決
算
議
案
全
体
を
一
括
し
て
審
査

す
る
「
小
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

小
委
員
会
で
は
、
各
会
派
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人

あ
た
り
30
分
の
持
ち
時
間
で
、
一
問

一
答
方
式
の
質
疑
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
を
「
総
括
質
疑
」
と
言
い
ま
す
。

問　
新
庁
舎
（
Ⅰ
期
）
へ
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
設
置
は
、
環
境
へ
の
先
進
的
取
り
組
み

と
し
て
、
民
間
事
業
者
を
け
ん
引
す
る
目

的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
な
ら
ば
Ｐ

Ｒ
の
た
め
に
も
、
現
在
の
発
電
量
を
市
民

に
分
か
り
や
す
く
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

答　
発
電
量
の
公
表
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
新
庁
舎
（
Ⅱ
期
）
完
成
時
に
は
、
８

階
屋
上
に
市
民
が
利
用
で
き
る
広
場
を
設

け
、
発
電
量
を
随
時
表
示
す
る
装
置
を
設

置
し
、
お
知
ら
せ
し
た
い
。　
　
　
　
　

問　
本
市
は
、
昨
年
に
市
制
施
行
50
周
年
を

迎
え
た
。
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の

策
定
な
ど
、
市
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
本
格
的
に
始
動
す
る
準
備
が
整
っ
た
と

考
え
る
。
市
は
、
次
の
50
年
に
向
け
た
展

望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。　
　

答　
市
制
50
周
年
事
業
で
は
、
不
易
流
行
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
時
代
に
応
じ
て
変
化
す

る
部
分
と
、
変
え
て
は
い
け
な
い
部
分
を

再
確
認
で
き
た
。
次
の
50
年
に
向
け
た
未

来
へ
の
歩
み
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
。

問　
消
防
団
の
分
団
長
経
験
者
は
、
防
災
士

の
資
格
取
得
試
験
が
免
除
と
な
る
。
消
防

団
Ｏ
Ｂ
に
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
て
も

ら
い
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　
　
　
　
　

答　
消
防
団
と
協
議
の
上
、
今
年
６
月
に
、

分
団
長
以
上
の
団
退
職
者
11
名
に
対
し
、

資
格
取
得
の
案
内
を
行
っ
た
。
今
後
は
消

防
団
Ｏ
Ｂ
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
資
格
取

得
者
も
含
め
、
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体

制
の
構
築
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。　
　

問　
給
食
費
の
公
費
負
担
は
、
国
民
の
教
育

を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
取
り
組
み
だ

と
考
え
る
。
全
国
的
に
給
食
を
無
償
化
す

る
自
治
体
が
広
が
る
中
、
本
市
は
、
給
食

費
の
保
護
者
負
担
を
続
け
る
の
か
。　
　

答　
さ
ま
ざ
ま
な
市
政
の
課
題
が
あ
る
中
で
、

ど
の
施
策
に
優
先
的
に
公
費
を
投
入
す
る

の
か
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
未
来

に
対
し
て
責
任
を
持
っ
た
行
財
政
運
営
を

行
う
と
い
う
考
え
の
下
、
給
食
費
の
無
償

化
と
い
う
選
択
は
考
え
て
い
な
い
。　
　

問　
公
共
施
設
で
の
生
理
用
品
の
無
償
提
供

に
つ
い
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同

じ
よ
う
に
公
共
施
設
や
小
・
中
学
校
へ
の

設
置
が
求
め
ら
れ
る
。
市
の
生
理
の
貧
困

に
対
す
る
認
識
は
ど
う
か
。　
　
　
　
　

答　
市
役
所
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施

設
へ
の
生
理
用
品
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

貧
困
対
策
の
一
環
と
し
て
の
視
点
の
み
に

と
ら
わ
れ
ず
、
社
会
全
体
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
一
つ
と
し
て
、
手
法
等
も
含
め
対

策
を
考
え
て
い
く
。　
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冨
田
　
達
也

輝
（
か
が
や
き
）

干
場
　
志
都
恵

輝
（
か
が
や
き
）

白
石
　
多
津
子

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

宮
小
路
　
康
文

輝
（
か
が
や
き
）

こども誰でも通園制度（仮称）

保育所などの利用要件を緩和し、親が就労な
どをしていなくても、子どもを預けることがで
きる、国が創設を目指している制度です。全て
の子育て家庭に対して、多様な働き方やライフ
スタイルにかかわらない形での支援を強化する
ため、現行の幼児教育・保育給付に加え、月一
定時間までの利用可能枠の中で、就労要件を問
わず時間単位等で柔軟に利用できる内容となっ
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　

総合型地域スポーツクラブ

「いつでも、どこでも、だれでも」が、それ
ぞれのライフスタイルや趣向に合わせてスポー
ツを楽しめる環境づくりを目指し、地域住民が
主体となって運営するスポーツクラブです。子
どもから高齢者まで（多世代）、さまざまなス
ポーツを愛好する人々が（多種目）、初心者か
ら上級者まで、それぞれの志向・レベルに合わ
せて参加できる（多志向）特徴があります。　

上
村
　
真
造

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

福
島
　
和
人

公
明
党

問　
本
市
は
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
を
し
、
積
極
的
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
行
政
の
取
り

組
み
だ
け
で
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
は

で
き
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　
　
　

答　
Ｃ
Ｏ
₂
や
ご
み
な
ど
の
排
出
主
体
で
あ

る
家
庭
や
民
間
事
業
者
の
行
動
変
容
な
く

し
て
達
成
は
難
し
い
。
ご
み
減
量
の
よ
う

に
温
暖
化
ガ
ス
削
減
な
ど
に
つ
い
て
も
、

見
え
る
化
を
図
る
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　

問　
国
が
次
年
度
か
ら
、
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
を
実
施
予
定
で
あ
る
中
、
子
ど
も

を
保
育
所
に
預
け
る
率
は
、
全
国
的
に
増

加
傾
向
に
あ
る
。
本
市
の
今
後
の
保
育
所

整
備
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。　
　
　

答　
ま
ず
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ

い
て
は
、
詳
細
な
制
度
設
計
が
示
さ
れ
た

後
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
く
民
間
園

１
園
の
早
期
開
設
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
本
市
は
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
を
受
け
て
、
令
和
３
年
に
１
人
１
台
端

末
の
導
入
と
、
高
速
通
信
環
境
の
整
備
を

行
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
後

の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　

答　
本
市
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
独
自
に

追
加
し
た
学
習
支
援
ア
プ
リ
を
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
活
用
し
、
授
業
改
善
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
授
業
に
お
け
る
端
末
の
使

用
頻
度
も
全
国
平
均
を
上
回
る
と
の
調
査

報
告
も
あ
り
、
活
用
が
進
ん
で
い
る
。　

問　
令
和
４
年
度
の
本
市
の
財
政
運
営
は
、

感
染
症
対
策
と
並
行
し
て
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
た
各
種
支
援
事
業
を

実
現
し
た
。
事
業
化
に
向
け
、
特
に
意
識

し
た
こ
と
や
今
後
へ
の
課
題
は
あ
る
か
。

答　
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
べ

く
熟
考
を
重
ね
、
迅
速
に
交
付
金
の
活
用

に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
利
便
性
の
向
上
と
業
務

効
率
の
向
上
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
研
究

を
進
め
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ー
ポ
ン
事
業
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、
消
費
者
か
ら
も
事
業
者
か

ら
も
多
様
な
意
見
が
あ
っ
た
。
市
は
、
事

業
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。　

答　
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済
の

冷
え
込
み
や
物
価
高
騰
に
対
す
る
消
費
喚

起
策
と
し
て
十
分
に
効
果
が
あ
っ
た
と
評

価
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
規
顧
客
や
リ
ピ

ー
タ
ー
獲
得
等
の
副
次
的
効
果
の
面
に
お

い
て
も
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

設
立
の
経
過
は
異
な
る
が
、
両
団
体
と
も

に
地
域
を
支
え
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
市
は
、
両
団
体
に
対
す
る
支
援
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。　
　
　
　

答　
各
校
区
の
事
情
に
よ
り
、
両
団
体
の
活

動
に
差
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

設
立
さ
れ
た
経
過
や
、
目
的
な
ど
を
踏
ま

え
、
両
団
体
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
支
援

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。　
　
　

～この言葉ってどういう意味？～
語句解説コーナー


